


 

 
 

はじめに
「福祉」という言葉の、「福」も「祉」も、それぞれ

「幸せ」という意味があるのですね。だから、よく使われ
る「市民福祉」という言葉には、すべての施策が含まれて
しまうのです。教育や環境も街づくりも賑わいづくりも、
そして、あったらいいな、的な生活支援のレベルの施策も
です。
でも、少子高齢化で施策のやりくりが厳しい時代には、

その中でも本当の「福祉」、それも福祉のコアな部分をこ
そ、大切にしなければなりません。

「障害がある」とは自らの努力では如何ともしがたいものであります。だから、
福祉の中の福祉、コアな部分にあたるでしょう。
一方、障害は加齢とともに、誰もが皆、いつの時期かに通るひとつのステージなの

だと理解されるようになり、障害者福祉が社会にとって、より身近になるべきものと
もなってきました。そういう点で、施策の展開は言わずもがな、人と人とが絆で支え
合い、一人ひとりが人間力を発揮する社会を築いていくことも私たちの使命であると
考えます。
本市では、障害のあるなしにかかわらず、誰もが共に支え合い、認め合い、笑顔で

いきいきと地域で自立して生活できる共生社会の実現を目指す「所沢市障害のある人
もない人も共に生きる社会づくり条例」を制定し、ハード面・ソフト面の両面からマ
チの中のバリアフリーが促進された、誰もが暮らしやすい社会の実現を目指していき
ます。
この度策定した、「第４次所沢市障害者支援計画」は、「ふれあい 寄り添い 支え

あい ともに生きるまち ところざわ」を基本理念に掲げ、条例の理念に基づき、障
害のある人が地域の中で安心して自立した生活を送ることを念頭に置いた計画づく
りに努めました。市は本計画に基づき、関係部署・関係機関が一体となって障害者施
策を進めてまいります。今後とも皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
結びに、本計画の策定にあたり、所沢市障害者施策推進協議会、所沢市自立支援協

議会の各委員の皆様をはじめ、貴重なご意見やご提案をいただいた市民の皆様、各種
団体、相談員、事業所の方々に心からお礼を申し上げます。
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